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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　樹脂板の表面に金属箔を形成して構成され、表面に鏡面が形成された板状の鏡本体と、
　前記鏡本体を支持すると共に平板状に維持する支持部と、
　前記支持部と連結され、前記鏡本体を床面に自立させる脚部とを備え、
　前記支持部は、
　前記鏡本体の上端部を前記鏡本体の前後方向で把持する第１把持部と、
　前記鏡本体の下端部を前記鏡本体の前後方向で把持する第２把持部と、
　前記鏡本体の左端部の裏面に取り付けられた第１取付部と、
　前記鏡本体の右端部の裏面に取り付けられた第２取付部と、
　左右方向に長さが可変である棒材とを有し、
　前記第一の取付部及び第二の取付部は、前記鏡本体の左右方向の異なる位置に固定され
るように前記棒材に連結されている鏡。
【請求項２】
　前記第１取付部は、前記鏡本体の左端部から突き出ないように取り付けられ、
　前記第２取付部は、前記鏡本体の右端部から突き出ないように取り付けられる
　請求項１に記載の鏡。
【請求項３】
　前記第１取付部及び前記第２取付部は、前記鏡本体の裏面に着脱可能に取り付けられる
　請求項１又は２に記載の鏡。
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【請求項４】
　前記第１把持部は、前記左右方向に延設され、内側に前記鏡本体の上端部が配置された
コ字状の枠材を有し、
　前記第２把持部は、前記左右方向に延設され、内側に前記鏡本体の下端部が配置された
コ字状の枠材を有する
　請求項１～３のいずれか１項に記載の鏡。
【請求項５】
　前記鏡本体は、樹脂板の表面に金属箔としてのステンレスを形成して構成され、
　前記ステンレスの表面には、保護フィルムが形成されている
　請求項１～４のいずれか１項に記載の鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、鏡に関し、特に自立式の姿見鏡に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、体育館等の屋内スポーツ施設内又はグラウンド等の屋外スポーツ施設内では
、スポーツ練習用に姿見鏡が設けられている。このような姿見鏡については、特にゴルフ
及びダンス等の身体全体を写した練習に用いることを考慮して鏡面の大型化が要求される
。さらには、練習においてボール等が誤って衝突する可能性を考慮して、破損され難い特
性も要求される。
【０００３】
　このような２つの要求に応える鏡に関する技術が特許文献１に開示されている。特許文
献１においては、硬質プラスチック板をアルミニウム材で狭着し、一面側を電気メッキし
て鏡面部とし、他面側を焼付塗装して裏面部として鏡本体が形成されている。そして、鏡
本体の裏面部の左右両端部には筒状支柱が取り付けられ、この筒状支柱の下端にはキャス
ターの付いた逆Ｔ字状バーが着脱自在で嵌合されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００７－１９０４３７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、特許文献１の鏡においては、鏡本体が可撓性のプラスチックを基材として構
成されているため、鏡本体を大型化するに従って鏡本体に撓みが発生し易くなる。このよ
うな鏡本体の撓みは鏡像の歪みを生むため、被写体としての実体を正確に写すことを困難
にする。しかしながら、特許文献１の鏡は、上下方向の撓みについては鏡本体の裏面に筒
状支柱を取り付けることで対応しているものの、左右方向の撓みを抑えるための構成はな
く、鏡本体の大型化に伴い特に左右方向の撓みが発生し易くなる。
【０００６】
　また、特許文献１の鏡においては、鏡本体の支持部としての筒状支柱に対する鏡本体の
取り付けは両面接着テープ又は面状ファスナーにより行われているが、鏡本体を大型化す
るに従って鏡本体の重量は大きくなる。従って、このような両面接着テープ又は面状ファ
スナーによる簡易な取り付けのみでは、鏡本体の重量の増加に対して支持部及び鏡本体の
結合を維持することが困難である。
【０００７】
　そこで、本発明は、かかる問題点に鑑み、鏡本体が大型化された場合でも、鏡本体の撓
みを抑えつつ、鏡本体及び支持部の結合を維持することが可能な鏡を提供することを目的
とする。



(3) JP 6188060 B2 2017.8.30

10

20

30

40

50

【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するために、本発明の一態様に係る鏡は、樹脂板の表面に金属箔を形成
して構成され、表面に鏡面が形成された板状の鏡本体と、前記鏡本体を支持すると共に平
板状に維持する支持部と、前記支持部と連結され、前記鏡本体を床面に自立させる脚部と
を備え、前記支持部は、前記鏡本体の上端部を前記鏡本体の前後方向で把持する第１把持
部と、前記鏡本体の下端部を前記鏡本体の前後方向で把持する第２把持部と、前記鏡本体
の左端部の裏面に取り付けられた第１取付部と、前記鏡本体の右端部の裏面に取り付けら
れた第２取付部と、左右方向に長さが可変である棒材とを有し、前記第一の取付部及び第
二の取付部は、前記鏡本体の左右方向の異なる位置に固定されるように前記棒材に連結さ
れていることを特徴とする。
【０００９】
　ここで、前記第１取付部は、前記鏡本体の左端部から突き出ないように取り付けられ、
前記第２取付部は、前記鏡本体の右端部から突き出ないように取り付けられてもよい。
　また、前記第１取付部及び前記第２取付部は、前記鏡本体の裏面に着脱可能に取り付け
られてもよい。
【００１０】
　また、前記第１把持部は、前記左右方向に延設され、内側に前記鏡本体の上端部が配置
されたコ字状の枠材を有し、前記第２把持部は、前記左右方向に延設され、内側に前記鏡
本体の下端部が配置されたコ字状の枠材を有してもよい。
　また、前記鏡本体は、樹脂板の表面に金属箔としてのステンレスを形成して構成され、
前記ステンレスの表面には、保護フィルムが形成されていてもよい。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、鏡本体が大型化された場合でも、鏡本体の撓みを抑えつつ、鏡本体及
び支持部の結合を維持することが可能な鏡を実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の実施形態に係る鏡の構成を模式的に示す正面図である。
【図２】本発明の実施形態に係る鏡の構成を模式的に示す背面図である。
【図３】本発明の実施形態に係る鏡の構成を模式的に示す側面図である。
【図４】本発明の実施形態に係る鏡の構成を模式的に示す平面図である。
【図５】本発明の実施形態に係る鏡の支持部及び脚部の構成を模式的に示す正面図である
。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明の実施形態について、図面を用いて詳細に説明する。
　本発明の実施形態に係る鏡１０について、図１～図５を用いて説明する。
【００１４】
　図１は、本実施形態に係る鏡１０の構成を模式的に示す正面図である。図２は、本実施
形態に係る鏡１０の構成を模式的に示す背面図である。図３は、本実施形態に係る鏡１０
の構成を模式的に示す側面図である。図４は、本実施形態に係る鏡１０の構成を模式的に
示す平面図である。図５は、本実施形態に係る鏡１０の支持部１２及び脚部１３の構成を
模式的に示す正面図である。なお、図５では、鏡１０から鏡本体１１が除かれている。
【００１５】
　この鏡１０は、床面に立設可能な自立式かつ可搬式の鏡であり、鏡面１０ａを持つ板状
の鏡本体１１と、鏡本体１１を支持すると共に平板状に維持する支持部１２と、支持部１
２と連結され、鏡本体１１を床面に自立させる脚部１３とを備える。
【００１６】
　鏡本体１１は、前方から正面視又は後方から背面視したとき矩形状である可撓性の板材
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であり、正面つまり表面に鏡面１０ａが形成されている。鏡本体１１は、芯材としての樹
脂板と、樹脂板の表面に接合された金属箔と、樹脂板と金属箔とを接着する接着層とを有
し、金属箔の表面が鏡面仕上げされて鏡本体１１の鏡面１０ａが形成されている。鏡面１
０ａを構成する金属箔の表面には保護フィルムが形成されている。なお、鏡本体１１の強
度を考慮して樹脂板の裏面に金属箔が形成されてもよい。また、鏡面１０ａを構成する金
属箔の表面には、合成樹脂等から構成され、樹脂板より薄い保護フィルムが形成されても
よい。
【００１７】
　鏡本体１１の樹脂板としては、ポリオレフィン系樹脂、塩化ビニル樹脂あるいはＡＢＳ
樹脂等の合成樹脂からなる板材又はこれらの発泡体を用いることができる。また、鏡本体
１１の金属箔としては、ステンレス、アルミニウム、鉄鋼又はチタニウム等からなる金属
箔を用いることができる。さらに、接着層としては、ウレタン系又はエポキシ系等の接着
剤を用いることができる。なお、鏡本体１１の厚みを２ｍｍとして形成する場合には、鏡
本体１１の金属箔の厚みは例えば０．１～０．８ｍｍ程度とされる。
【００１８】
　支持部１２は、鏡本体１１の長手方向の一端部である上端部１１ａを鏡本体１１の前後
方向で把持、言い換えると狭持する第１把持部２１と、鏡本体１１の長手方向の他端部で
ある下端部１１ｂを鏡本体１１の前後方向で把持、言い換えると狭持する第２把持部２２
とを有している。そして、支持部１２は、さらに、第１把持部２１及び第２把持部２２が
鏡本体１１の上下方向の異なる位置に間隔を開けて固定されるように鏡本体１１の上下方
向に延設され、脚部１３と連結された支柱２３を有している。支持部１２は、例えば鋼管
等の金属の棒材から構成されている。
【００１９】
　支柱２３は、鏡本体１１の裏面側、言い換えると後方に配置され、鏡本体１１の長手方
向、言い換えると鏡本体１１の上下方向に沿って延設された２つの縦角筒と、鏡本体１１
の短手方向、言い換えると鏡本体１１の左右方向に沿って延設された３つの横角筒とを連
結して形成されている。このような支柱２３において、鏡本体１１の上下方向に沿って延
設された２つの縦角筒には鏡本体１１の左右方向に沿って延設された３つの横角筒が架設
されると共に、第１把持部２１及び第２把持部２２が架設されている。これら複数の縦角
筒及び横角筒並びに第１把持部２１及び第２把持部２２の連結は、例えば溶接により行わ
れる。そして、複数の縦角筒及び横角筒の一側面は、鏡本体１１の裏面と略平行な状態で
対向している。
【００２０】
　第１把持部２１は、鏡本体１１の左右方向に沿って延設され、内側に鏡本体１１の上端
部１１ａが配置されたコ字状の枠材２１ａと、枠材２１ａに形成されたネジ孔に螺合し、
枠材２１ａの内面に鏡本体１１の上端部１１ａを押し付けるネジ２１ｂとを有している。
枠材２１ａは、鏡本体１１の左右方向、言い換えると枠材２１ａの長さ方向の異なる位置
に複数のネジ孔を有しており、それぞれのネジ孔に対応してネジ２１ｂが設けられて枠材
２１ａの長さ方向の異なる複数箇所で鏡本体１１の上端部１１ａが把持されている。枠材
２１ａのネジ孔は鏡本体１１の裏面側に形成されているため、ネジ孔にネジ２１ｂを締結
することにより、枠材２１ａ内側で鏡本体１１の裏面側から前面側に向けて鏡本体１１の
上端部１１ａが押圧されて枠材２１ａの内面に押し当てられる。
【００２１】
　第２把持部２２も第１把持部２１と同様の構成を有する。つまり、第２把持部２２は、
鏡本体１１の左右方向に沿って延設され、内側に鏡本体１１の下端部１１ｂが配置された
コ字状の枠材２１ａと、枠材２１ａに形成されたネジ孔に螺合し、枠材２１ａの内面に鏡
本体１１の下端部１１ｂを押し付けるネジ２１ｂとを有している。枠材２１ａは、鏡本体
１１の左右方向、言い換えると枠材２１ａの長さ方向の異なる位置に複数のネジ孔を有し
ており、それぞれのネジ孔に対応してネジ２１ｂが設けられて枠材２１ａの長さ方向の異
なる複数箇所で鏡本体１１の下端部１１ｂが把持されている。枠材２１ａのネジ孔は鏡本
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体１１の裏面側に形成されているため、ネジ孔にネジ２１ｂを締結することにより、枠材
２１ａ内側で鏡本体１１の裏面側から前面側に向けて鏡本体１１の下端部１１ｂが押圧さ
れて枠材２１ａの内面に押し当てられる。
【００２２】
　支持部１２は、さらに、鏡本体１１の左右方向の一端部である左端部１１ｃの裏面に着
脱可能に取り付けられた第１取付部２４と、鏡本体１１の短手方向の他端部である右端部
１１ｄの裏面に取り付けられた第２取付部２５とを有している。そして、支持部１２は、
さらに、第１取付部２４及び第２取付部２５が鏡本体１１の左右方向の異なる位置に間隔
を開けて固定されるように鏡本体１１の左右方向に延設され、支柱２３と連結された棒材
２６を有している。第１取付部２４、第２取付部２５及び棒材２６の連結は例えば溶接に
より行われ、棒材２６及び支柱２３の連結は例えばネジにより行われる。
【００２３】
　第１取付部２４は、裏面が棒材２６と結合され、表面が鏡本体１１の左端部１１ｃの裏
面と対向する板材２４ａと、板材２４ａの表面と鏡本体１１の左端部１１ｃの裏面との間
に設けられて両者を着脱可能に結合する結合材２４ｂとを有している。板材２４ａは、鏡
本体１１の上下方向の中央付近に設けられている。結合材２４ｂとしては両面接着テープ
又は面状ファスナー等を用いることができる。面状ファスナーを用いる場合には、板材２
４ａ及び鏡本体１１のいずれか一方に鉤状の突起が付いた面材が取り付けられ、板材２４
ａ及び鏡本体１１のいずれか他方にパイル状の面材が取り付けられる。
【００２４】
　第２取付部２５も第１取付部２４と同様の構成を有する。つまり、第２取付部２５は、
裏面が棒材２６と結合され、表面が鏡本体１１の右端部１１ｄの裏面と対向する板材２４
ａと、板材２４ａの表面と鏡本体１１の右端部１１ｄの裏面との間に設けられて両者を着
脱可能に結合する結合材２４ｂとを有している。板材２４ａは、鏡本体１１の上下方向の
中央付近に設けられている。結合材２４ｂとしては両面接着テープ又は面状ファスナー等
を用いることができる。
【００２５】
　棒材２６は、鏡本体１１の裏面から隙間を開けて設けられるため、棒材２６と鏡本体１
１の裏面との間の隙間に手を入れて、棒材２６を掴むことができる。その結果、棒材２６
を容易に掴んで鏡１０を搬送することができる。
【００２６】
　脚部１３は、鏡本体１１の前後方向に沿って延設された前後角筒１３ａと、前後角筒１
３ａの床面と対向する一側面に設けられたキャスター１３ｂとを有している。前後角筒１
３ａは、支持部１２の支柱２３、具体的には鏡本体１１の上下方向に沿って延設された支
柱２３の２つの縦角筒のそれぞれに対応して設けられ、対応する縦角筒の下端に連結され
ている。１つの前後角筒１３ａに対してキャスター１３ｂは２つ設けられており、一方は
鏡本体１１の表面側に位置し、他方は鏡本体１１の裏面側に位置している。このキャスタ
ー１３ｂを駆動させることにより、鏡１０を所望の場所に移動させることができる。
【００２７】
　上記構成を有する鏡１０の組み立てにおいては、まず、連結された支持部１２及び脚部
１３が用意される。そして、支持部１２の第１把持部２１及び第２把持部２２の枠材２１
ａ内に、枠材２１ａの長さ方向に鏡本体１１の上端部１１ａ及び下端部１１ｂが左右方向
からスライド挿入される。そして、第１取付部２４及び第２取付部２５の結合材２４ｂに
より、支持部１２の第１取付部２４及び第２取付部２５の板材２４ａと鏡本体１１の左端
部１１ｃ及び右端部１１ｄとが結合されて鏡１０が組み立てられる。
【００２８】
　以上のように本実施形態の鏡１０は、樹脂板の表面に金属箔を形成して構成され、表面
に鏡面１０ａが形成された板状の鏡本体１１と、鏡本体１１を支持すると共に平板状に維
持する支持部１２と、支持部１２と連結され、鏡本体１１を床面に自立させる脚部１３と
を備える。そして、支持部１２は、鏡本体１１の上端部１１ａを鏡本体１１の前後方向で
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把持する第１把持部２１と、鏡本体１１の下端部１１ｂを鏡本体１１の前後方向で把持す
る第２把持部２２とを有する。そして、支持部１２は、さらに、鏡本体１１の左端部１１
ｃの裏面に取り付けられた第１取付部２４と、鏡本体１１の右端部１１ｄの裏面に取り付
けられた第２取付部２５とを有する。このとき、第１取付部２４は、鏡本体１１の左端部
１１ｃから突き出ないように取り付けられ、第２取付部２５は、鏡本体１１の右端部１１
ｄから突き出ないように取り付けられる。また、鏡本体１１は、樹脂板の表面に金属箔と
してのステンレスを形成して構成され、このステンレスの表面には、保護フィルムが形成
されている。
【００２９】
　このような構成により、支持部１２は、第１把持部２１及び第２把持部２２により鏡本
体１１の上下両端部を掴み、第１把持部２１及び第２把持部２２を上下方向で所望の間隔
を開けた位置に固定できる。従って、支持部１２は、鏡本体１１の周縁に枠材が形成され
なくても、第１把持部２１及び第２把持部２２により鏡本体１１を上下方向に引っ張って
維持できるため、鏡本体１１が大型化又は小型化された場合でも、鏡本体１１の上下方向
の歪み発生を抑えることができる。
【００３０】
　また、支持部１２は、第１取付部２４及び第２取付部２５を鏡本体１１の左右両端部の
裏面に固定し、第１取付部２４及び第２取付部２５について左右方向で所望の間隔を開け
た位置に固定できる。従って、支持部１２は、鏡本体１１の周縁に枠材が形成されなくて
も、第１取付部２４及び第２取付部２５により鏡本体１１を左右方向に引っ張って維持で
きるため、鏡本体１１が大型化又は小型化された場合でも、鏡本体１１の左右方向の歪み
発生を抑えることができる。
【００３１】
　また、支持部１２は、第１把持部２１及び第２把持部２２により鏡本体１１の上下両端
部を掴んで鏡本体１１を支持するため、鏡本体１１が大型化された場合でも、鏡本体１１
及び支持部１２の結合を維持することができる。
【００３２】
　また、第１把持部２１及び第２把持部２２は鏡本体１１の上下両端部を把持するために
、鏡本体１１の上下両端部から外側に突き出して設ける必要がある。しかしながら、第１
取付部２４及び第２取付部２５については、鏡本体１１の左右両端部の裏面に結合される
だけなので、鏡本体１１の左右両端部から外側に突き出さないように設けることができる
。従って、鏡１０を複数並べて配置し、さらに大型の鏡を実現する場合でも、隣り合う鏡
１０で鏡本体１１の左端部１１ｃ及び右端部１１ｄを接合させることができ、複数の鏡１
０を隙間が生じないように並べることができる。その結果、さらなる大型化が可能な鏡１
０を実現することができる。なお、このような複数の鏡１０を並べる構成において、隣り
合う鏡１０の連結状態を強固にする部材がさらに設けられてもよい。例えば、隣り合って
配置された２つの第１把持部２１の両方が内側に配置され、この第１把持部２１の両方に
ネジ等で固定されるコ字状の枠材２１ａが設けられてもよい。
　また、本実施形態の鏡１０では、第１取付部２４及び第２取付部２５は、鏡本体１１の
裏面に着脱可能に取り付けられる。
　このような構成により、鏡１０の組み立てを容易にすることができる。従って、鏡本体
１１が破損した場合でも鏡本体１１の交換を容易に行うことができる。
【００３３】
　また、本実施形態の鏡１０では、第１把持部２１は、鏡本体１１の左右方向に延設され
、内側に鏡本体１１の上端部１１ａが配置されたコ字状の枠材２１ａを有する。そして、
第２把持部２２は、鏡本体１１の左右方向に延設され、内側に鏡本体１１の下端部１１ｂ
が配置されたコ字状の枠材２１ａを有する。
【００３４】
　このような構成により、鏡本体１１が上端部１１ａ及び下端部１１ｂにおいて鏡本体１
１の左右方向の複数箇所で把持されるため、鏡本体１１がさらに大型化された場合でも、
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鏡本体１１及び支持部１２の結合を維持することができる。
　また、本実施形態の鏡１０では、支柱２３及び棒材２６は、金属により構成される。
【００３５】
　このような構成により、第１把持部２１及び第２把持部２２の間隔を維持する支柱２３
と、第１取付部２４及び第２取付部２５の間隔を維持する棒材２６とが剛性の高い金属に
より構成される。従って、鏡本体１１がさらに大型化された場合でも、鏡本体１１の歪み
の発生を抑えることができる。
【００３６】
　以上、本発明の鏡について、実施形態に基づいて説明したが、本発明は、この実施形態
に限定されるものではない。本発明の要旨を逸脱しない範囲内で当業者が思いつく各種変
形を施したものも本発明の範囲内に含まれる。
【００３７】
　例えば、上記実施形態において、鏡本体の周縁に枠材が形成されないとしたが、鏡本体
を強く平板状に維持したい場合には、鏡本体の周縁に高剛性、例えば金属製の枠材が取り
付けられてもよい。この場合、鏡本体の周縁の枠材が鏡本体の上端部及び下端部となる。
【００３８】
　また、上記実施形態において、支持部は、第１把持部及び第２把持部を鏡本体の上下方
向の異なる位置に固定する部材を１つの支柱で構成したが、複数の支柱を連結して構成し
てもよい。同様に、支持部は、第１取付部及び第２取付部を鏡本体の左右方向の異なる位
置に固定する部材を１つの棒材で構成したが、複数の棒材を連結して構成してもよい。
【００３９】
　また、上記実施形態において、第１把持部及び第２把持部を鏡本体の上下方向の異なる
位置に固定する支持部の支柱は、鏡本体の上下方向に長さが可変であってもよい。この場
合、鏡本体の上下方向において、鏡本体の大きさに合わせて支柱の長さを調整し、第１把
持部及び第２把持部の間隔を調整することができるため、設計自由度の高い鏡を実現する
ことができる。
【００４０】
　同様に、上記実施形態において、第１取付部及び第２取付部を鏡本体の左右方向の異な
る位置に固定する棒材は、鏡本体の左右方向に長さが可変であってもよい。この場合、鏡
本体の左右方向において、鏡本体の大きさに合わせて棒材の長さを調整し、第１取付部及
び第２取付部の間隔を調整することができるため、設計自由度の高い鏡を実現することが
できる。
【産業上の利用可能性】
【００４１】
　本発明は、鏡として有用であり、スポーツ練習用の姿見鏡等において広く利用すること
ができる。
【符号の説明】
【００４２】
　　１０　　鏡
　　１０ａ　　鏡面
　　１１　　鏡本体
　　１１ａ　　上端部
　　１１ｂ　　下端部
　　１１ｃ　　左端部
　　１１ｄ　　右端部
　　１２　　支持部
　　１３　　脚部
　　１３ａ　　前後角筒
　　１３ｂ　　キャスター
　　２１　　第１把持部
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　　２１ａ　　枠材
　　２１ｂ　　ネジ
　　２２　　第２把持部
　　２３　　支柱
　　２４　　第１取付部
　　２４ａ　　板材
　　２４ｂ　　結合材
　　２５　　第２取付部
　　２６　　棒材

【図１】 【図２】
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